
イ
レ
ン
が
鳴
り
国
民
は
仕
事
も
何
も
手
に
つ
か
な
か
っ
た
。

大
正
十
一
年
の
年
に
、
故
郷
を
後
に
し
て
都
会
に
出
た
。
当
時
の
日
本
は
、
欧
州
文

明
の
波
に
追
わ
れ
、
大
き
く
揺
れ
動
き
正
に
激
動
の
時
代
で
あ
っ
た
。
ラ
ン
プ
の
時
代

か
ら
電
気
に
変
っ
た
ば
か
り
の
農
村
か
ら
出
て
来
た
若
者
に
は
、
素
早
く
変
り
行
く
都

大
正
十
二
年
九
月
一
日
午
前
十
一
時
五
十
八
分
グ
ラ
グ
ラ
と
来
た
地
震
が
前
古
未
曽

有
の
関
東
大
震
災
で
あ
っ
た
。
三

0
0年
の
文
化
の
華
と
誇
っ
た
、
我
が
大
東
京
が
一

夜
に
し
て
、
無
惨
に
も
焦
土
と
化
し
て
し
ま
っ
た
。
日
本
国
民
に
と
っ
て
永
世
忘
れ
る

事
の
出
来
な
い
大
惨
禍
で
あ
っ
た
。

大
正
は
十
五
年
で
終
り
、
昭
和
の
御
代
と
な
る
。
昭
和
も
五
年
、
六
年
頃
は
不
況
の

呑
底
で
世
相
は
誠
に
暗
か
っ
た
。
十
年
頃
に
な
る
と
戦
時
色
が
出
て
多
少
の
景
気
も
出

て
来
た
。

昭
和
十
六
年
に
は
、
日
本
は
既
に
大
平
洋
戦
争
に
突
入
し
て
い
た
。
厳
し
い
燈
火
管

制
も
、
防
空
訓
練
も
隣
組
の
日
課
と
な
っ
て
い
た
。
毎
日
の
よ
う
に
来
る
召
集
令
状
の

昭
和
十
八
年
以
後
に
な
る
と
、

B
2
9
が
偵
察
の
為
毎
日
飛
ん
で
来
て
、
其
の
度
に
サ

昭
和
二
十
年
三
月
九
日
の
夜
、

B
2
9
が
一
晩
中
東
京
を
爆
撃
し
た
。
其
の
為
、
東
京

為
、
町
に
は
若
者
の
姿
が
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
来
た
。

会
の
生
活
が
、
目
の
ま
わ
る
思
い
で
あ
っ
た
。

明
治
三
十
七
年
生
れ
、
八
十
五
オ
の
老
人
の
主
張
で
あ
り
ま
す
。

老

人

の

主

張

明
治
か
ら
大
正
、
昭
和
初
期
、
い
わ
ゆ
る
戦
前
の
日
本
は
、
働
く
事
を
人
の
本
分
と

こ。t
 

昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
正
午
。
天
皇
陛
下
の
玉
音
に
よ
り
、
長
か
っ
た
戦
争
が
終
っ

た
。
敗
戦
の
あ
と
に
は
物
も
金
も
何
も
な
か
っ
た
。
し
か
し
若
さ
と
健
康
が
あ
っ
た
か

ら
こ
そ
今
日
が
あ
る
の
で
あ
る
。

五
人
の
家
族
を
抱
え
明
日
知
れ
ぬ
日
が
続
く
中
、
必
死
に
な
っ
て
生
き
て
来
た
。
や

が
て
朝
鮮
動
乱
が
勅
発
し
て
、
南
北
が
激
し
く
戦
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
は
、
日
本
本
土
を

基
地
に
し
て
南
朝
鮮
に
兵
を
出
し
て
加
勢
し
た
。

焼
野
原
で
、
鍋
や
釜
だ
け
を
造
っ
て
い
た
日
本
の
工
場
に
ジ
ー
プ
の
組
立
や
修
理
の

特
需
が
大
量
に
入
り
、
ど
こ
の
工
場
も
急
に
せ
わ
し
く
な
り
、
日
本
の
企
業
が
大
き
く

変
っ
て
来
た
。
突
然
起
っ
た
朝
鮮
動
乱
の
為
、
日
本
経
済
は
大
き
く
成
長
し
た
の
で
あ
っ

昭
和
三
十
年
頃
に
は
、
日
本
の
企
業
が
、
次
々
に
新
製
品
を
開
発
し
、
世
界
の
隅
々

ま
で
輪
出
し
た
。

昭
和
四
十
四

S
五
年
に
は
、
高
度
成
長
を
遂
に
な
し
と
げ
、
世
界
経
済
大
国
の
仲
間

入
り
が
出
来
た
。
現
在
日
本
の
福
祉
政
策
に
は
、
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

さ
れ
た
、
秋
の
夜
長
に
は
ヨ
ナ
ベ
ま
で
し
て
働
い
た
。
日
の
出
と
共
に
野
山
に
出
て
、

よ
く
働
い
た
。
汗
を
流
し
て
こ
そ
休
息
の
喜
び
も
大
き
い
。
当
時
ド
イ
ツ
国
民
も
、
ワ
ー

は
関
東
大
震
災
以
上
に
大
き
な
被
害
を
こ
う
む
っ
た
。

成

瀬

恒

吉

（
本
中
山

•
8
5歳
）
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平
成
元
年
九
月
一
日

い
社
会
作
り
に
貢
献
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ク
ド
ワ
ー
ク
と
云
っ
て
よ
く
働
い
た
。
敗
戦
後
、
此
の
二
国
が
、
い
ち
早
く
立
ち
あ
が

り
経
済
大
国
と
な
っ
た
。
い
つ
の
時
代
で
も
、
い
ず
こ
の
国
で
も
、
働
く
者
の
勝
利
で

戦
後
の
日
本
が
高
度
成
長
を
な
し
と
げ
、
物
も
お
金
も
急
に
豊
か
に
な
り
、
物
の
価

ち
ま
た

値
観
が
ま
っ
た
く
変
っ
て
し
ま
っ
た
。
巷
に
自
家
用
車
が
溢
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
来
た
。

昭
和
四
十
八
年
の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
り
、
自
家
用
車
が
自
転
車
に
変
っ
て
多
く

利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
急
激
に
ふ
え
て
来
た
自
転
車
が
、
公
共
施
設
の
場
と
い

わ
ず
道
路
上
と
い
わ
ず
、
至
る
所
に
乗
り
捨
て
て
あ
る
。
其
の
為
、
公
共
施
設
の
機
能

は
麻
痺
状
態
と
な
り
、
交
通
も
混
乱
し
て
し
ま
う
。

よ
い
ん

昨
今
の
日
本
人
は
、
高
度
成
長
の
余
韻
に
あ
ま
え
、
大
切
な
社
会
の
道
義
を
忘
れ
て

一
番
に
だ
い
じ
な
権
利
義
務
を
勝
手
に
解
釈
し
、
正
し
い
道
徳
を
知
り
な
が
ら

知
ら
ぬ
ふ
り
し
て
、
己
れ
の
自
転
車
を
公
共
施
設
や
道
路
上
に
一
日
も
二
日
も
平
気
で

放
置
し
て
置
く
な
ん
て
、
心
の
問
題
で
あ
り
道
徳
の
敗
退
で
あ
る
。

資
源
に
乏
し
い
日
本
は
、
今
か
ら
で
も
お
そ
く
な
い
。
豊
か
な
物
、
豊
か
な
金
の
酔

い
か
ら
速
か
に
さ
め
、
社
会
の
不
備
を
改
め
、
己
の
心
を
正
し
世
界
に
恥
じ
な
い
正
し

輌
る
者
は
い
つ
し
か
必
ず
亡
び
る

騒
れ
る
心
は
常
に
貧
し
け
れ

い
る
。

あ
る
。
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